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　 1． 大学生の自閉スペクトラム症に特徴的な脳活動
についての検討
大渓俊幸，今関文夫（千大・総合安全衛生管理機構）
須藤千尋，清水栄司　　（千大院・認知行動生理学）
大島郁葉，平野好幸　　　　　　　　　　　　　　　
（千大・子どものこころの発達教育研究センター）
若林明雄　　　　　　　　　　　　　（同・文学部）
　大学生の自閉スペクトラム症 （Autism Spectrum 
Disorder; ASD） で見られる脳機能の特徴を明らかに
する目的で，ASD患者14名と健常者14名を対象とし
て語流暢性課題 （Verbal Fluency Test; VFT） とTrail 
Making Test （TMT） 施行中の脳活動を近赤外線分光
法により測定した。その結果，ASD群は健常者群よ
りもVFT施行中の前頭部脳活動が低下 （F1, 26＝5.39，
P＝0.028） しており，ASD群で見られる脳活動は想像
力の障害の重症度と負の相関 （R＝－.611，P＝0.020） 
があることが明らかになった。また，ASD群は健常者
群よりもTMTのPart B施行中の前頭部脳活動が低下 
（F1, 26＝4.41，P＝0.046） していたことから，ASD群は
認知の変換を必要とする課題に対する反応が健常者よ
り低下している可能性が示唆された。
　 2． 大学生に対するInterferon-Gamma Release Assay
（IGRA）による結核検診の試み
潤間励子，今井千恵，鍋田満代　　　　　
岩倉かおり，千勝浩美，土屋美香　　　　
生稲直美，太和田暁之，大渓俊幸　　　　
今関文夫（千大・総合安全衛生管理機構）
　【目的】日本における結核罹患率は低下する一方で，
若年外国人結核患者は増加している。外国人留学生を
含む大学生の結核検診の方法として Interferon-Gamma 
Release Assay（IGRA）をどのように取り入れるべき
か，日本における現状を調査した。
　【方法と対象】一般定期健康診断および外国人留学
生健康診断時に IGRA（クオンティフェロンテストTB
ゴールド  以下QFT）を行い，問診等から得られた学
生背景と合わせて検討した。対象は，2016年度学生一
般定期健康診断および外国人留学生健康診断を受診し
た学生のうち研究参加に同意した394名。内訳は日本
人学生287名（男 : 女＝209 : 78，平均年齢＝23.9±2.2歳，
外国人学生107名（男 : 女＝58 : 49，平均年齢＝25.4±3.8
歳）であった。問診，健康診断結果，QFT結果につい
て検討した。
　【結果】 1）海外滞在・渡航歴 ; 日本人学生でとい
う歴ありと答えたのは，17名（ 6％）であった。外国
人留学生の出身地域は，アジアが91人（85％）と最も
多かった。 2）胸部レントゲン検査 ; 対象となった学
生のうち最終的に肺結核と診断されたものはいなかっ
た。 3）QFT; 日本人学生は，陰性97.1％，判定保留
1.05％，陽性1.05％であった。判定保留学生は，自覚症
状，海外渡航歴，患者接触歴，既往歴ともになく定期
健康診断にて経過観察となった。陽性学生のうち 1名
に患者接触歴があり，潜在性結核感染症（LTBI）と
診断，治療を開始した。外国人留学生は，陰性92.5％，
判定保留0.93％，陽性6.54％であった。陽性学生のうち，
2名には既往があった。また 3名が結核専門医によっ
てLTBI治療対象とされたが，うち 2名は受診せず，
1名のみが治療を開始した。
　【考察】大学生における IGRAは健診スクリーニング
としてよりも，患者接触歴，高まん延国滞在歴など問
診で検査対象を絞り行うべきと考えられた。
　 3． 大学生・大学院生における自閉症スペクトラム
傾向と社会適応の関係についての調査
大渓俊幸，吉田智子，生稲直美　　
岩倉かおり，太和田暁之，潤間励子
今関文夫　　　　　　　　　　　　
（千大・総合安全衛生管理機構）
細田　豊，橋本　佐，中里道子　　
伊豫雅臣　　（千大院・精神医学）
清水栄司　（同・認知行動生理学）
若林明雄　　　　（千大・文学部）
　自閉症スペクトラム傾向の社会適応や身体への影響に
ついて明らかにする目的で，649名の学生を対象として
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た。EpCAM陽性細胞におけるAMPK/mTOR経路の
活性化を評価するために，Western blottingを行った。
次に，NOD/SCIDマウスを用いた肝癌細胞の異種移植
の系において，メトホルミン及びソラフェニブの投与
を行い，in vivoにおける抗腫瘍効果を検討した。
　【結果・考察】メトホルミンは濃度依存的・時間依
存的に肝癌細胞の増殖活性を抑制し，apoptosisを誘
導した。sphere assayの結果，sphere形成能および
replating活性の低下をみとめるとともに，sphereの
免疫染色によりEpCAM陽性細胞およびAFP陽性細
胞の有意な減少が観察された。Western blottingでは，
Huh1およびHuh7細胞の両者のEpCAM陽性細胞に
おいて，AMPKのリン酸化がみとめられたが，mTOR
シグナルの阻害作用は，Huh7細胞においてのみ観察
された。Huh7細胞のxenograft modelでは，ソラフェ
ニブおよびメトホルミンの双方とも優れた抗腫瘍効果
を示したが，皮下腫瘍のEpCAM陽性細胞数の減少は，
メトホルミン投与の際に限定してみとめられた。さら
に，ソラフェニブおよびメトホルミンの併用投与によ
り，抗腫瘍効果の増強が観察された。
　【結論】メトホルミンは，AMPK/mTOR経路依存的
あるいは非依存的に，肝癌幹細胞の自己複製能を阻害
し，非癌幹細胞への分化を促進する可能性が示唆され
た。メトホルミンの単独投与あるいは既存の抗癌剤と
の併用により，新規の肝癌治療法となる可能性が示唆
された。
Autism-spectrum quotient （AQ） 10修正版，Sheehan 
Disability Scale （SDISS），Body Mass Index （BMI）を
用いた調査を行った。その結果，自閉症スペクトラム
傾向が強くなると学業 （R＝0.151，P＜0.001） や社会生
活 （R＝0.228，P＜0.001） における支障の程度が大きく
なり，BMIが低くなっていた （R＝－0.103，P＝0.009）。
このことから，自閉症スペクトラム傾向が強くなると学
生生活の重要な側面で支障を来たし，羸痩のリスクが高
くなる可能性が示唆された。
　 4． 肝癌幹細胞に対する糖尿病治療薬メトホルミン
の作用機序の検討
齊藤朋子　　（千大・総合安全衛生管理機構／　
千大院・消化器内科学）
千葉哲博，横須賀　收（千大院・消化器内科学）
岩間厚志　　　　　　　　（同・細胞分子医学）
　【目的】癌幹細胞は，高い造腫瘍活性を有し，発癌・
再発などのプロセスに密接に関与することから，がん
治療における本質的なターゲットである可能性が指摘
されている。そこで本研究は，メトホルミンの肝癌幹
細胞治療薬としての有用性を検討することを目的とし
た。
　【方法】肝癌細胞Huh1およびHuh7を用いて，メト
ホルミンの細胞増殖抑制効果およびapoptosis誘導能
を評価した。既報に従って肝癌幹細胞として機能する
EpCAM陽性細胞を分離・回収し，sphere assayを行っ
